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□広報やしおは、毎月1回、10日（新聞休刊日を除く）に新聞折り込みで配布しています。届いていない世帯の
方は、最寄りの公共施設、金融機関、一部のコンビニエンスストア、八潮駅などでお受け取りになれます。な
お、次回の新聞折り込みは、2月10日（水）です。

この広報紙は、再生紙と大
豆油インクを使用しています。
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援
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。
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本
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寄
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お
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ゆ
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ー
ビ
ス
を
お
礼

の
品
（
返
礼
品
）
と
し
て
お
贈
り

し
ま
す
。

　

返
礼
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、
民
間
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納
税
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ー
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ル
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介
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全
国
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発
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。
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。
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お
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送
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用
な
ど
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担
し
ま
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れ
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す
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腹3月21日㈷　午前10時～（受付＝午前9時～9時30分）
複中川新堤防・中川やしおフラワーパークおよびその周辺
覆市内在住・在学の小学生とその保護者
淵840メートルのコースを走る
払100組200人（申込順）
沸無料
仏1月15日から2月15日（消印有効）までに、所定の申込書（市
内公共施設または市ホームペー
ジで入手）を窓口、郵送、ファ
クスまたは電子メールで文化ス
ポーツセンター（☎996－5126、
思996－7129、メールアドレス
sports@city.yashio.lg.jp）へ
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　12月5日・6日に、やしお生涯楽習館およびみどりの広場で、第41
回八潮市農業祭、第6回八潮市特産品・推奨品フェアが農商工連携
により開催されました。両日とも好天に恵まれ、延べ4,500人の来
場者でにぎわいました。
　5日は館内に農産物、野菜の宝船の展示、品評会など、6日は農産
物展示品の販売、地場野菜、つきたてもち、季節の果物・農産物加
工品の販売、小松菜・米の無料配布、各種アトラクションが行われ、
「毎年とても楽しみにしています」との声が聞かれました。

　12月16日、やわた子育てひろばで、「クリスマス製作」が行われ、
28組のお子さんと保護者が参加しました。
　製作では、牛乳パックで出来たクリスマスツリーにシールを貼っ
たり、サンタクロースやトナカイの飾りをつけたりして、カラフル
なクリスマスツリーを作りました。
　その後、完成したクリスマスツリーに入れる、ペットボトルで出
来たスノードームをプレゼントされ、「きれいだね」と笑顔で話し
ていました。

　12月11日、八幡公民館で、「クリスマス・手作りケーキ教室」が行わ
れました。
　講座には、13人が参加し、チョコレートクリームのブッシュドノエル
を作りました。
　参加者からは、「今日教わったことを生かして自宅でも作りたい」「丸
太の模様の描き方などのさまざまなテクニックも教わったので、今度作
るときに試してみたい」などの感想が聞かれました。

　12月19日、資料館で「もちつき体験講座」が開催され、46人が参加し
ました。
　古民家のかまどでもち米をふかし、熱々のもち米を臼に移して、はじ
めに大人の方やボランティアが、杵でこねました。その後に、子どもた
ちが順番にペッタンペッタンと、杵でもちをつきました。
　子どもたちは「杵で真ん中をつくことが難しかった」「昔の人はみん
なかまどを使っていたんだね」「自分たちでついたおもちを早く食べた
い」と、元気よく話していました。


